
（３）ピット分離槽設置

　　新設　ピット分離槽　０．５７㎥

WC

玄関

既設　KTG型　５人槽　１．３１１㎥

 既設　排水管

 既設　インバートます

 新設　排水管

 新設　インバートます 放流

1,060mm

（４）設置図面

　　台所

　　　浴室・ 洗濯・洗面

　現場写真

設置日　令和２年１２月１日

　ピット分離槽

　流入ポンプ取外しＴ字管取付

最大幅

　　①㈱ハウステック　KTG型　5人槽（４人使用）

　　②保守点検：年３回　　清掃：年４回

　　③原因は摂食障害（拒食症）嘔吐場所台所

（１）対象施設

　　④水道メーターは母屋と共同

1,570mm

機種 ＣＰ－Ａ

最大容量 0.570㎥

事例71　摂食障害（拒食症）の水質改善（ピット分離槽）　㈱ハウステック　ＫＴＧ型

　１室ｎ-Heｘ　　（㎎/L）

　放流水BOD   （㎎/L）

（２）法定検査時の水質調査　R１．５．９

　放流水透視度（度）

　１室BOD　　　（㎎/L）

　１室ｐH

6

640

4.6

30

550

各
部
寸
法

全高



設置前 ・１次処理１室から２次処理まで、透視度１０度未満、ｐＨ５．０以下

設置後

・ピット分離槽は、３／４～１２／１０の期間、透視度１０度未満、ｐＨ５．０以下

・ピット分離槽設置効果により、１次処理１室、２室のｐＨは７．３～６．４に回復する

・６／４透視度１０度へ低下する（処理水槽堆積汚泥厚１ｃｍ以下）

　原因は自動逆洗の回数が多い。逆洗回数１０分３回/日→１０分１回/日へ変更し改善する

　処理水槽の堆積汚泥厚は１０ｃｍほど堆積している方が、ＳＳの巻き上がりは少ない

・逆洗回数を減らした結果、１２／１０定期清掃時の透視度は４１度へ改善する

二
次
処
理

 放流水透視度　　６度  放流水透視度　６２度  放流水透視度　１０度  放流水透視度　４１度

　　　　　　　　ｐH　４．５ 　　　　　　　　ｐH　７．４ 　　　　　　　　ｐH　７．０ 　　　　　　　　ｐH　７．０

二
室

 流出水透視度　　５度  流出水透視度　４８度  流出水透視度　　９度  流出水透視度　２２度

　　　　　　　　ｐH　４．５ 　　　　　　　　ｐH　７．３ 　　　　　　　　ｐH　７．１ 　　　　　　　　ｐH　６．５

 流出水透視度　　９度  流出水透視度　　８度  流出水透視度　　6度

一
次
処
理
一
室

 流出水透視度　　５度　　  流出水透視度　１６度  流出水透視度　　８度  流出水透視度　１０度

　　　　　　　　ｐH　４．６ 　　　　　　　　ｐH　７．３ 　　　　　　　　ｐH　７．０ 　　　　　　　　ｐH　６．４

　　　　　　　　ｐH　４．７ 　　　　　　　　ｐH　４．７

（５）設置前後の状況（ピット分離槽）

　設置日：令和２年１２月１日　　既設浄化槽清掃：令和２年１２月２１日

設置前 設置後

令和1年5月9日 令和3年3月4日 令和3年6月4日
令和3年12月10日

定期清掃（全量）

　　　　　　　　ｐH　４．5

ピ

ッ
ト
分
離
槽

―



透視度
測定値
範囲

２～５度

３～６度

ピット分離槽（黄）

１次処理１室（緑）

処理水槽　　（青）

―

・設置前は、１次処理１室、処理水槽とも

 ３００㎎/L以上あり、流入負荷が高い。

・ピット分離槽設置により、１次処理１室の

 BOD値が１００㎎/L以下に抑えられている。

８～２１度

１０～６７度

６～１５度

２）ＢＯＤ　流入水標準値２００㎎/L以下　　放流水基準２０㎎/L以下

槽内流出水 設置前 設置後

BOD
測定値
範囲

１次処理１室、処理水槽（拡大）

処理水槽　　（青） ３６０～１，２００㎎/L ５．５～５０㎎/L

ピット分離槽（黄） ― １６０～４５０㎎/L

１次処理１室（緑） ５７０～２，２００㎎/L １６～９１㎎/L

設置前

・ピット分離槽設置前は、１次処理1室

 処理水槽とも透視度１０度未満

（６）水質調査データ（ピット分離槽）令和２年１２月１日設置　　　　清掃１２月　保守２・６・１０月　法定８月

１）透視度　岐阜県放流水基準値３０度以上

槽内流出水 設置後

 ３回→１回／日へ減らし透視度が回復する。

・設置後は、各槽とも向上している。

・６／４処理水槽が１０度へ低下したため、

 ６／１５にピット分離槽と1次処理１室の

 原因は逆洗回数が多いため、逆洗回数を

 汚泥調整（清掃）を行う。



１～９㎎/L

―ピット分離槽（黄） ８～２０㎎/L

・設置前の１次処理１室は基準値の２５㎎/L

 大きく超えている。

・１次処理1室は、ばっ気撹拌の機能があり、

 過多の油脂類は固液分離できていない。

３０～２９０㎎/L

３）ｐＨ　放流水基準値５．８～８．６

槽内流出水 設置前 設置後

１次処理１室（緑） ４．３～５．１ ５．３～７．３

ピット分離槽（黄） ― ４．１～５．３

・設置前は、１次処理１室、処理水槽とも

 基準値の５．８以下

・設置後、ピット分離槽は５．８以下で低い

・１次処理１室、処理水槽は基準値内へ

 回復する。

ｐＨ
測定値
範囲

ｎ－Hex
測定値
範囲

・ピット分離槽設置により、油脂類の固液分離

 が向上し1次処理１室、ピット分離槽とも基準

 値の２５㎎/L以下に抑えられている。

６．３～７．４処理水槽　　（青） ４．５～５．６

槽内流出水 設置前 設置後

４）ｎ－Hex　流入水標準値２５㎎/L

１次処理１室（緑）



（４）設置図面

　

浴室 洗濯 WC 台所

洗面

玄関

新設　㈱クボタ ＫＺⅡ　７人槽　１．９５７㎥

 既設　排水管

 既設　インバートます

 新設　排水管

 新設　インバートます

　　④日平均汚水量１．３～１．４㎥/日

（１）対象施設

　　①フジクリーン工業㈱　ＣＳ型　７人槽（５人使用） 　放流水透視度 （度）

（２）既設浄化槽　水質調査　R３．４．８

　１室BOD　　　（㎎/L）

　１室ｐH

　１室ｎ-Heｘ　　（㎎/L）

4

800

5.6

550

事例75　摂食障害（拒食症）の水質改善（新設）　㈱クボタ　KZⅡ型

現場写真

既設　ＣＳ型　７人槽　２．８２９㎥

放流

設置日　令和３年７月２０日

180

（３）浄化槽新設

　　①新たに浄化槽を新設し、既設浄化槽はピット分離槽として活用する

　　②既設浄化槽第２室（容量１．４０５㎥ 　ろ材充填率４３．７％）

　　　※容量確保と閉塞予防のため、ろ材は撤去する

　　⑤堆積汚泥が多いため槽内で閉塞する 　放流水BOD 　（㎎/L）

　　②保守点検：年３回　　清掃：年３回

　　③原因は摂食障害、油脂類、水の使用が多い



事例75　摂食障害（拒食症）の水質改善（新設）　㈱クボタ　KZⅡ型

二
次
処
理
　
放
流
水  透視度４度　　ｐH６．８  透視度５５度　　ｐH７．１  透視度６０度　　ｐH７．６  透視度１７度　　ｐH７．２

 透視度９度　　ｐH７．３  透視度５度　　ｐH７．３

新
設
　
二
室

―

 透視度１８度　　ｐH７．４  透視度３５度　　ｐH７．６  透視度９度　　ｐH７．４

 透視度４度　　ｐH６．８  透視度４度　　ｐH６．７  透視度５度　　ｐH６．９  透視度４度　　ｐH６．３

新
設
　
一
室

―

既
設
　
二
次
処
理

 透視度７度　　ｐH７．２

既
設
　
二
室

既
設
　
一
室

 透視度４度　　ｐH５．６  透視度２度　　ｐH５．６  透視度２度　　ｐH５．６  透視度３度　　ｐH５．７

（５）設置前後の状況（浄化槽新設）　設置日：令和３年７月２０日　既設浄化槽清掃：令和３年７月２０日

設置前 設置後

令和3年4月8日 令和3年10月21日 令和3年11月22日 令和3年12月22日



事例75　摂食障害（拒食症）の水質改善（新設）　㈱クボタ　KZⅡ型

処理水槽（薄青） ― １１～５７㎎/L

―

１７～７３度―

１９０～３８０㎎/L

新設　　　　　１室（黄） ― ９８～２１０㎎/L

２）ＢＯＤ　流入水標準値２００㎎/L以下　　放流水基準２０㎎/L以下

新設（KZⅡ）処理水槽（拡大）

槽内流出水 設置前 設置後

既設　　　　　１室（緑）

（６）水質調査データ（浄化槽新設）令和３年７月２０日設置　　　　清掃７月　保守１・５・９月　法定３月

１）透視度　岐阜県放流水基準値３０度以上

槽内流出水 設置前 設置後

・既設浄化槽は、容量確保のため１次処理

 ２室のろ材は撤去し分離槽として活用する。

・新設前の既設浄化槽は、１次処理1室、処理

・新設後、既設と新設の１室は１０度未満だが、

 処理水槽の透視度は改善する。

・１２／２２に透視度が１７度へ低下する。

透視度
測定値
範囲

ＢＯＤ
測定値
範囲

 経過観察する。基本設定４Q（３．６L/分）

・既設浄化槽１室は、設置前後とも３９０㎎/L

 以上あり、流入負荷は高い。

・設置後、新設処理水槽は回復している。

・１２／２２循環水量が多い事で５７㎎/L

２～６度 ２～４度

処理水槽（青）

処理水槽（薄青）

３～９度 ４～６度

６１０～１，７００㎎/L

５３～２２０㎎/L処理水槽（青）

既設　　　　　１室（緑）

新設　　　　　１室（黄） ５～９度

３９０～１，４００㎎/L

 水槽とも透視度１０度未満

 新設の循環水量１．５→０．５L/分に変更して



事例75　摂食障害（拒食症）の水質改善（新設）　㈱クボタ　KZⅡ型

・新設は、標準値の２５㎎/L以下に抑えられ

新設　　　　　１室（黄） ―

新設（KZⅡ）１次処理１室（拡大）

槽内流出水 設置前 設置後

 ている。

３）ｐＨ　放流水基準値５．８～８．６

槽内流出水 設置前 設置後

既設　　　　　１室（緑） ５．５～６．２ ５．１～５．７

・新設前の既設浄化槽は、６．０付近で低い。

・設置後の既設ｐHは５．８以下で変化ない。

・新設浄化槽は、１次処理１室、処理水槽とも

ｐＨ
測定値
範囲

 基準値内へ回復する。

処理水槽（薄青）

処理水槽（青） ６．６～６．９ ６．３～６．９

７～１４㎎/L

新設　　　　　１室（黄） ― ７．１～７．３

― ７．１～７．６

既設　　　　　１室（緑） １６～５５０㎎/L １１０～６００㎎/L

４）ｎ－Hex　流入水標準値２５㎎/L

ｎ－Hex
測定値
範囲

・既設は、数値が設置前後とも高い。




